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　東京2020オリンピック・パラリンピック開催という機会は、単なるスポーツの祭典に留まるものではなく、こ
れを契機として各地域がその特色を活かした様々な取組みを行うことにより、地域の活性化と魅力の発信につ
なげていくことが可能となります。
　このため、県内市町村では、参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互交流を図るための「ホストタウン」
への登録や事前合宿の誘致を行うなど、東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした地域活性化等に
向け本格的に動き出しています。
　今回の特集は、県の取組みをはじめ県内市町村のホストタウン及び事前合宿の取組み（平成29年12月1日
現在）について紹介します。
　なお、平成30年1月12日に西桂町が、フランス・フェンシング連盟と事前合宿に関する基本協定を締結し、
現在、事前合宿の取組みをしております。

東京2020オリンピック・パラリンピックを
契機とした地域活性化
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山 梨 県

　2020 東京オリンピック・パラリンピックは、スポーツを通じた交流の促進を図るとともに、本県の魅力を世界に
発信する絶好の機会です。
　このため、県では、市町村や競技団体の皆様方などと連携しながら海外チームの事前合宿の誘致等を積極的
に推進することとし、事前合宿等誘致連絡会議を設置して先進自治体の事例や国の支援制度等に係る情報を共
有するとともに、本県出身で世界中のスポーツ関係者と幅広いネットワークを有する上野裕一氏にスーパーバイザー
をお願いし、専門的な立場から助言等をいただく機会を創出するなど、市町村が行う誘致活動の支援を充実させ
てきたところです。
　特に本年度は、九つの市町村が誘致活動を行っているフランスにおいて、知事自らがトップセールスを実施し、
各競技の事前合宿をより確実なものとすべく、同行した市町村長、職員の皆様方とともに、フランスの各競技団体
の幹部に対し本県の立地環境や練習環境を強力にPRして参りました。
　このような結果、これまで（今年度 1月までに）、富士吉田市の仏ラグビーを皮切りに、笛吹市のタイ・ウエイト
リフティング、富士河口湖町と鳴沢村が共同で誘致している仏トライアスロンなど、８市町村における７つの競技の
事前合宿の実施が決定し、現在においても幾つかの市町村の誘致活動が進行中であるなど、全国でもトップクラ
スの水準で誘致が進んでいます。
　今後は、事前合宿を円滑に実施するための準備と、事前合宿誘致の効果を多くの県民の皆さんに実感してもら
えるような取り組みが重要になって参ります。
　特に、後者に関しては、明年度、幾つかの市町村で、実際に海外のチームの合宿が行われるなど、海外のトッ
プレベルのアスリートの方 を々本県にお迎えする機会が増えてきますので、そうした機会を活用し、一流選手と住民
とのふれあいの場や、そこから始まる、あるいはそれに向けた準備を通じた教育、文化、産業分野での波及効果
の創出を積極的に進める必要があると考えています。
　オリンピック・パラリンピックの事前合宿の誘致と、それを契機とした地域の活性化という取り組みは、県として
も初めての経験でありますが、これ
までの市町村の皆様と一緒に取り組
んできた活動を通じて、幾つかのノ
ウハウも蓄積し、また、スポーツの
みならず文化や経済面においても諸
外国の関係者などと様々なネットワー
クが築かれつつあります。
　こうしたノウハウやネットワークなど
を活用し、東京オリンピック・パラリ
ンピックを契機に、さらに山梨県が
飛躍するよう、積極的な取り組みを
推進していきたいと考えています。

トップセールスで駐フランス日本国大使公邸において「やまなし魅力説明会」を開催。
本県のスポーツキャンプ地としての魅力をPRする後藤知事。
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はじめに（経緯、相手国の選定理由等） 
　平成 31（2019）年に甲府市は記念すべき開府 500 年を迎えるところであり、その翌年の平成 32（2020）年には東京オ
リンピック・パラリンピックが開催され、続く平成 33（2021）年には郷土の英雄、武田信玄公の生誕 500 年を迎えることに
なります。
　こうした郷土に関わる歴史的な節目や世界的なスポーツの祭典が続く平成 31 年から平成 33 年までの期間は、本市にとっ
て更なる発展の礎を築く千載一遇のチャンスであり、本市の魅力を国内外に発信し、インバウンド観光などの国際交流の種を蒔
くまたとない機会でもあることから、本市の重要施策をまとめた「こうふ未来創り重点戦略プロジェクト」において、スポーツを
活用した地域活性化を図る施策として「東京オリンピック・パラリンピック事前合宿の誘致」を位置付けており、事前合宿の誘
致とそれに伴う交流事業の展開によりスポーツの振興はもとより、国際交流の推進やインバウンド観光の促進などによる交流人
口の増加や賑わいの創出、さらには、ボランティア・マインドや地域の一体感の醸成による地域活力の増進を図ることとしてい
ます。
　また、フランスのポー市とは、ポー市・市民使節団の受入や、周年事業として小中学生の児童生徒作品展の開催、市内大
学とポー市の大学との共同研究や学生交流について検討する旨の同意書の締結など、姉妹都市提携による４０数年来の国際
交流を続けており、長年にわたる絆を顕彰してポー市内に「甲府庭園」が造成されています。
　こうしたことから、東京オリンピック・パラリンピックの開催に伴う事前合宿の誘致については、当初から本市の姉妹都市のあ
る国としてフランス等を視野に入れつつ、競技種目については、甲府市総合市民会館で子どもから年配の方まで盛んに行われ
ており、　日本国内においても近年の１０代の選手の目覚ましい活躍により、非常に注目度の高い競技となっている「卓球」を
誘致対象として取り組んできたところです。
　「卓球」は、フランス国内においても連盟へのクラブ登録数が３，５００近くにも上る人気スポーツであるとともに、一部の代表
選手は世界ランキング上位に入るなど、代表チームとしても強豪国となっており、東京大会ではメダル獲得を目標としています。

取り組み内容
　平成２９年７月にパリで開催された東京オリンピック・パラリンピックを契機とする山梨県プロモーションに職員を派遣し、誘致
候補としていたフランス卓球連盟の役員等に対して、事前合宿に適した本市の特徴をＰＲするとともに、姉妹都市であるポー市
を訪ね、誘致活動の趣旨を説明し、協力を要請してきました。
　その後、フランス卓球連盟役員から、甲府市で練習施設や宿泊施設等の現地視察を実施したい旨の打診があり、１０月に山
梨県をはじめ山梨県卓球協会、甲府市卓球協会等と連携しながら現地視察を受け入れ、実際に練習施設や宿泊施設を確認い
ただく中、事前合宿を本市で実施する旨を内容とする「基本合意書」を締結したところです。
　また、この「基本合意」をもとに国の第五次ホストタウン登録へフランス共和国を相手国として申請したところ、東京オリンピッ
ク・パラリンピックを契機とした各種交流事業による地域の活性化や姉妹都市ポー市との相互交流の深化が認められ、１２月に
登録が承認されました。

今後の展望
　今後は、事前合宿の練習施設となる甲府市総合市民会
館について、事前合宿に合わせた整備（オリンピック仕様
の照明や卓球台、フロアマット等）を行うことで付加価値を
高め、オリンピック後もフランス卓球代表チームが使用した
施設・用具として、愛好者を中心に当市の卓球競技の聖地
としていきます。
　また、ホストタウンとして、卓球を軸にスポーツを通じて子
どもからシニアまで幅広い層の市民交流を図るほか、市民
へ多文化共生への理解を促し、文化・教育及び産業分野
等での交流事業を具体化するなど、選手、関係者及びフランス国民と市民・住民との交流を推進していきます。
　さらには、本市または山梨県にゆかりのある日本人オリンピアン・パラリンピアンを招き、講演や競技体験を行うほか、姉妹
都市ポー市との親交をますます深めてまいります。
　国際交流都市を目指す本市では、市民の皆様及び県や関係する競技団体と連携・協力しながら、ホストタウンの交流計画
に位置づけた子どもたちに夢を与え、地域に活力をもたらすような取組を展開していきます。

甲府市
相手国 フランス共和国

競技名 卓球
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はじめに（経緯、相手国の選定理由等） 
　本市では、１９７８年１０月にフランス共和国のシャモニー・モンブラン市と姉妹都市提携を締結し、以来、節目の年には互い
に公式訪問を行うなど、数々の交流を行っています。市民レベルにおいても、「シャモニー民俗舞踊団・ロド」と「富士山火
焔太鼓の会」相互による１５年以上に渡る伝統芸能交流や「シャモニー市民ウインドオーケストラ」と「富士吉田市民合唱団」
による文化交流、富士吉田アイスホッケー協会・富士吉田スキー連盟による親善訪問、小中学生アイスホッケーチーム「富
士吉田ソニック」のモンブラン国際トーナメント出場など、スポーツにおいても活発な交流を行っています。
　また、１９９９年にシャモニー・モンブラン市で発生した３つの大きな災害（市民ホール火災、雪崩、トンネル火災）の際には、
行政のみならず民間団体からも義援金をお届けし、これに加え「富士山火焔太鼓の会」においては、富士吉田市内にて復興
を願ったチャリティコンサートを実施、市民の代表としてシャモニー・モンブラン市を訪問し、義援金を贈呈するとともに、災害
続きで沈んでいる市民の気持ちを、太鼓を通して励ますなど絆を深めています。
　一方、スポーツ合宿においては、２００２ＦＩＦＡワールドカップ日本・韓国大会でのカメルーン代表のベースキャンプの受け入
れと、ラグビーワールドカップ２００３オーストラリア大会アジア地区最終予選に向けての日本代表強化合宿の受入を契機として、
その後もラグビー日本代表強化合宿や陸上競技日本代表強化合宿等を受け入れるなど、国内外のトップアスリートによる合宿
を数々受け入れてきました。
　こうした中、本市は２０１５年１２月に策定した『富士吉田市地域創生総合戦略』において、「地域社会の活性化と地域の特
色や資源を生かした地域づくり」の施策の一つとして、「スポーツの力を活用した地域づくりの推進」を掲げ、国内外のスポー
ツ合宿の誘致に取り組むことにより、本市はもとより富士北麓地域のスポーツ振興や国際交流による地域経済の活性化を図る
こととし、２０１６年４月に国際大会等でのスポーツ合宿の誘致を本格的に進めるための専門部署を設置、東京オリンピック競
技大会でのフランス共和国７人制ラグビー代表チームの事前合宿の誘致を契機に、フランス共和国を交流相手国とするホスト
タウンとなることを目指し、２０１６年６月には山梨県との連名にてホストタウンとしての登録決定を受けました。

取り組み内容
　【平成 28 年度】

○東京オリンピック競技大会での事前合宿に関する覚書の締結
○東京オリンピック競技大会での事前合宿に関する基本協定書の締結
○富士北麓誘致連絡会議によるハローオリンピズム事業「ＪＯＣオリンピック教室」の後援（市立明見中学校）
○富士北麓誘致連絡会議によるオリンピアン・スポーツ教室の後援（ラグビー・陸上競技・アーチェリー）
○陸上競技日本代表のリオデジャネイロ五輪事前合宿の受け入れ（男子短距離・ハードル）

　【平成 29 年度】
○フランス・ラグビー協会関係者による現地視察の受け入れ（計２回）
○ハローオリンピズム事業「ＪＯＣオリンピック教室」の開催（市立下吉田中学校・市立富士見台中学校）
○富士北麓誘致連絡会議によるオリンピアン・スポーツ教室の後援（トライアスロン）
○ラグビー日本代表合宿の受け入れと交流事業の開催（男女７人制、女子１５人制）
○ラグビーを応援する山梨の会によるスポーツ講演会・ラグビー指導会の後援（市立吉田中学校）

今後の展望
　山梨県と連携する中で、東京オリンピック競技大会での事前
合宿誘致を契機に、フランス共和国との人的・経済的・文化的
な相互交流や日本人オリンピアン等との交流を図り、地域の活性
化と観光振興等を推進するため、ホストタウン交流計画に基づき、
地域一体となり次の三つの項目を柱に交流事業に取り組んでまい
ります。
　　○	幅広い年齢層を巻き込んだスポーツ交流によるレガシー

創出
　　○	スポーツと世界遺産「富士山」を生かしたスポーツ・ツー

リズムへの展開
　　○	織物産業など地域産業を生かした経済交流の促進

富士吉田市
相手国 フランス共和国

競技名 ７人制ラグビー（男女）
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笛吹市
相手国 タイ王国

競技名 ウエイトリフティング

はじめに（経緯、相手国の選定理由等） 
　山梨県は全国屈指のウエイトリフティング競技強豪県であり、本市からもオリンピアンが誕生しております。関係
者も本市に多数在籍していることから、ウエイトリフティング競技を中心に、誘致対象国は、インバウンド観光を見
込めるアジア圏に定め、検討を進めて参りました。
　近年、山梨県へタイ王国からの観光客が増えていること、また、タイ王国が過去のオリンピック大会ウエイトリフティ
ング競技において数多くメダルを獲得していることから、タイ王国のウエイトリフティング競技を本市に誘致したい旨
を県に伝えました。その後、後藤知事がタイ・ウエイトリフティング協会を直接訪問して誘致活動を行っていただく
など県の支援をはじめ、現地協力者や県ウエイトリフティング協会の協力を得て交渉を進めた結果、2017 年 2月
にタイ・ウエイトリフティング協会と東京 2020 大会の事前合宿に関する基本協定を締結することが出来ました。

取り組み内容
　基本協定の締結後、山下市長はタイ王国スポーツ庁を表敬訪問し、交流事業への協力依頼をすると共に、東京
2020 大会に向け、タイ・ウエイトリフティング協会の支援を、市を挙げて行っていくことを約束しました。
　事前合宿について、2018 年から継続的に笛吹市で実施して行きたいとの要望を受け、2017 年 12月 27日笛
吹市役所にて、合宿実施における細かい取決めを定めた「実施協定書」を締結致しました。
　交流事業の 1つとして、2017 年 10月 14日に開催された笛吹市民まつりにて「タイカレーフェア」の実施や、
パラリンピック種目である「ボッチャ」の体験会を行い、タイ王国のホストタウンとして、東京 2020 大会に向けた
地域の機運醸成を図ってきました。

今後の展望
　タイ王国にとってウエイトリフティング競技は、リオデジャネイロ2016 大会で唯一金メダルを獲得した競技になりま
す。2020 年まで継続的に笛吹市で合宿を実施して頂くことで、タイ・ウエイトリフティング協会及び帯同してくる関
係者との交流を深め、インバウンド観光客誘致など、同国との経済的交流を図って行きます。
　また、人的交流や文化的交流を積極的に行い、笛吹市の地域活性化に努めて参ります。
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はじめに（経緯、相手国の選定理由等） 
　北杜市では、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック開催を受け、バレーボール及びＢＭＸ競技の事前合宿
地の誘致に取り組んでおります。
　バレーボールは、市内ではスポーツ少年団、ママさんバレー、ソフトバレーなどで子どもから年配の方まで広く楽
しまれており、夏場を中心にＶリーグ所属のサントリーサンバーズ、大学や高校の強豪校などが合宿を行っています。
　ＢＭＸは自転車競技の１つで、インチの小さなバイシクル・モトクロス（ＢＭＸ）でスピードや技を競います。国
内ではまだ馴染みが薄いですが、欧米では人気の種目で北京オリンピックから正式種目となりました。北杜市には、
国内で唯一、国際基準を満たすスタート台があるＢＭＸの施設があり、日本のトップ選手から初心者まで、様々な
方が訪れて、ＢＭＸを楽しまれています。

取り組み内容
　このような現状のなか、北杜市は、東京オリンピック・パラリンピックの大会参加国と相互交流を図り、地域活性
化等を促進するために政府が推進する「ホストタウン」に、平成２９年７月に第４次登録を行いました。
　ホストタウンの相手国であるフランス共和国は、山梨県や県内の６市村が姉妹都市を締結しており、また、ワイン
といった共通した名産品があるなど馴染みの深い国です。そのような縁もあり、現在フランス共和国の競技団体に
対して、東京オリンピックでの事前合宿の誘致活動を行っております。
　また、北杜市では、小学生を対象とした「ＢＭＸ教室」や、オリンピックに出場したトップアスリートを講師に招い
た各種「スポーツ教室」などを開催することにより、東京オリンピックに向けた機運の醸成を図っています。

今後の展望
　東京オリンピックまで残り２年数ヶ月になりました。
　北杜市は事前合宿の誘致決定に向け、引き続き活動を行っていきます。また、子ども達にオリンピックを身近に感
じてもらえるよう、学校でのオリ・パラ教育の実施や、オリンピアン・パラリンピアンによるスポーツ教室の開催など
を計画しています。市民を対象としたフランスゆかりの芸術鑑賞会などの開催や、事前合宿時にはおもてなしの心で
フランスの皆様をお迎えできる講座などの実施に向け、準備していく予定です。
　ホストタウン登録を契機に、スポーツの振興は
もとより、人的、経済的、文化的な相互交流に
つなげ、地域活性化や観光振興などを目指して
いきたいと考えております。

北杜市 相手国 フランス共和国
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２０２０年東京オリンピック事前合宿誘致に伴う地域活性への取組について

はじめに（経緯、相手国の選定理由等）
　山梨市においては、東京から100km 圏内にある地理的に有利な条件を生かして、恵まれた地域資源（自然環境・
観光・農産物等）などを世界に発信する絶好のシティーセールスの機会として、また、誘致により「見る大会から
参加する大会へ」という機運が高まり、オリ・パラに対する興味、情熱の高揚につながることで市民の活力増進、
そして誘致国の人々の継続的な交流事業の展開による市の活性化などのメリットや効果が期待できることから、オ
リ・パラを契機とした地域活性に取組むことといたしました。
　本市では、ドイツ発祥の森林セラピー事業を実施しているほか、ドイツの演奏家を招いた山梨国際音楽祭の開
催にも協力をしています。
　また、ウエイトリフティング競技は、国民体育大会において30 年以上連続で競技別団体入賞の実績のある競技
であり、本市においては、昭和 50 年、平成 8、26 年のインターハイのウエイトリフティング競技の開催地として、
また、多くの選手を輩出している関わりの深いスポーツであり、現在、本市出身の笠井選手が日本代表として東京
オリンピックに出場する可能性もあります。
　このような状況を踏まえ、事前合宿誘致の対象国をドイツ連邦共和国、競技をウエイトリフティングとして選定し
ました。

取り組み内容
　平成２８年６月に東京オリンピック組織委員会へキャンプ誘致意思表明の申請、また既存施設を９月に同組織委員
会の管理する事前トレーニングキャンプオンラインガイドへの登録、１０月に内閣府によるホストタウン登録申請、１２
月に登録されました。
　合宿誘致の成功に向けて万全の体制を確保し、関係機関及び団体が緊密に連携しながら組織的な準備・運営を
行っていくための実行委員会設立し、昨年１月にドイツ連邦共和国を訪れドイツウエイトリフティング連盟、在ドイツ日
本大使館等へ誘致の PRと協力を依頼し、６月にはドイツウエイトリフティング連盟の視察を受け入れ、事前合宿に
関する覚書を締結いたしました。
　現在、事前合宿に使用する練習施設の改修を計画しております。

今後の展望
　今後は、施設の改修及び基本協定、実施協定にむけ更に交渉を重ね
るとともに、ドイツウエイトリフティング連盟との関係をより深いものとする
ため、ウエイトリフティング競技による交流事業を計画しております。
　本市のホストタウン計画は、事前合宿の受け入れを契機とし、対象国
の選手や関係者、日本人オリンピアン・パラリンピアンと住民等との間で
交流等を行うなど、大会の開催効果を一過性のものとしないため、大会
前後を通じ取り組みを継続することで、ドイツの自治体と友好都市を締結
し市民レベルでの交流を目標としています。

山梨市
相手国 ドイツ連邦共和国

競技名 ウエイトリフティング

山梨市内でのサクランボ狩りを体験していただ
きました。

視察員であるドイツウエイトリフティング連盟
フランク マンテク　スポーツディレクター
ミハイル　ハター　代表コーチ
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　甲州市は、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックのホストタウンとして、昨年９月、フランス・ハンドボールチー
ム（男・女）が本市で事前キャンプを実施する基本合意をフランス・ハンドボール連盟と締結しました。	

甲州市は全国有数のハンドボール王国
　甲州市は、ハンドボールが県内で最も盛んな地域です。小学生はスポーツ少年団、中学や高校は部活動、青年
はクラブチームといった活動拠点があり、誰もがハンドボールを楽しむことのできる環境が整っています。	
　また、本市塩山地域がハンドボール開催地として大成功を収めた「かいじ国体」をはじめ、世代別で毎年各種
大会において入賞を果たす実績は、全国有数のハンドボール王国として知られています。	
　そこで、本市は、ハンドボール王国としてオリンピックへの参画を模索し、姉妹都市のボーヌ市があるフランス・
ハンドボールチームの事前キャンプ地誘致をスタートしました。	

強豪フランスチームと基本合意
　フランスは、世界屈指のハンドボール強豪国。男女とも金メダルを目標に掲げるフランス・ハンドボール連盟が示
す世界基準の要望など、誘致交渉は難航しました。	
　しかし、世界最大のスポーツの祭典は、必ず地域に大きな波及効果をもたらすと信じ、田辺市長を先頭に「事前キャ
ンプ地誘致推進委員会」を立ち上げると同時に、「国内外で人脈が豊富」として、本市出身者の上野裕一氏（県
スーパーバイザー）を市アドバイザーに委嘱し、積極的な交渉を重ねてきました。	
　そして昨年８月、フランス・ハンドボール連盟が、本市での練習拠点や宿泊施設を視察した際に「事前キャンプ
地としての不足はない」とし、さらに意見交換を重ね同年９月、念願であった基本合意を締結しました。

本市独自の波及効果を目指す 
　世界最大のスポーツの祭典であるオリンピッ
ク・パラリンピックは、世界各国からの関心が高
まるとともに、多くのアスリートや観光客が訪れ、
スポーツや文化芸術はもとより、観光、国際交流、
教育など多様な地域振興と地域経済の発展に大
きな波及効果が期待できます。	
　今後、甲州市では、東京オリンピック・パラリ
ンピックの成功を願うと同時に、本市が推進する
各分野の施策や事業と連動させ、市民生活の向
上や地域経済の発展につなげる本市独自の波及
効果を目指して、積極的な取り組みを展開してい
きます。	

甲州市
相手国 フランス共和国

競技名 ハンドボール

フランスハンドボール連盟　エマニュエル・ムセさん（左）、ミシェル・ バルボー
さん（右）から友好の証としてフランスハンドボールチームのユニフォームを贈
呈された田辺市長。※2017.7　パリにて
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はじめに（経緯、相手国の選定理由等）
　本村では、平成２５年１０月６日にフランス共和国シャルネ・レ・マコン市と姉妹都市提携の協定書を交わし、昔
からバスケットボール競技が盛んな地域であったことから、事務を所管する山梨県国際総合戦略室及びフランスバ
スケットボール協会への働きかけを行った。

取り組み内容
　平成２８年１１月２日に山梨県スーパーバイザー上野裕一氏と誘致を担当する山梨県国際総合戦略室室長が渡仏
し、フランスバスケットボール協会パトリック・ビーズレイ技術強化部長と面談。忍野村の充実した練習施設及び宿
泊施設のプレゼンをしていただく。翌年１月に忍野村が上野裕一氏にアドバイザーの委嘱を行い、同年２月には忍野
村教育委員会教育課長及び同担当と山梨県国際総合戦略室の担当２名が渡仏し、フランスバスケットボール協会で
会長と面談し、再びプレゼンを行い、覚書の締結。同年の７月に、フランスバスケットボール協会会長及びその家
族に本村へ来ていただき直接練習施設及び宿泊施設を見学していただき、2020 年東京オリンピック競技大会フラ
ンス共和国バスケットボールチームの事前キャンプに関する「基本合意書」の締結を行う。

今後の展望
	・	本取り組みを通じ、創出しようとするレガシー（将来の地域の財産）
	 　来日した選手や関係者に忍野村の特産品（そばやもろこし等）をおもてなしを通じ、将来的にフランスと食材
交流を行う。

・	 近隣市町村等と連携したおもてなし体制の整備とグランドレガシー創出に向けた取り組み
	 　フランスチームのホストタウンの取り組みを進める富士北麓地域の他市町村と連携し、ボランティアの育成、フ
ランス文化講座の開催など、おもてなし体制の整備を効果的かつ効率的に進める。また、村単位でのレガシーに
加え、富士北麓地域の他市町村や県などと連携し、それぞれの市町村が有するフランス関係のコネクションと地
域資源を適切に活用し、よりスケールの大きなレガシーの創出に取り組む。

・	 幅広い年齢層を巻き込んだスポーツ交流によるレガシーの創出
	 　バスケットボールが盛んな地域
の特性を生かし、主に小中学生
を対象とした合宿の誘致活動及
びバスケットバール最高峰の「B・
LEAGUE」の試合の誘致。

忍野村
相手国 フランス共和国

競技名 バスケットボール
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はじめに ( 経緯、相手国の選定理由等 ) 
　山中湖村では、2020 東京オリンピック・パラリンピックを契機に、「山中湖交流プラザきらら」を会場にアーチェ
リー競技の事前合宿誘致を計画しました。
　相手国については、アジア諸国は、既に多くの観光客に来ていただいており、今後の市場開拓、あるいは、よ
り質の高い観光地を目指していくため、欧米諸国を優先することとしました。そうした中、山梨県が県内市町村で
ホストタウンを目指すものを支援するため、スーパーバイザーを設置したことから、一昨年７月、県に相談したところ、
フランスであれば繋ぐことは可能であるとの回答があり、村で検討したところ、当村の方針に合致することから、県
に対し相手国への働きかけを依頼いたしました。

取り組み内容
　これまでも、県やスーパーバイザーである上野氏の御協力を得ながら、仏アーチェリー協会との交渉や調整をして
いただいてきました。その後、県や上野氏が何度か渡仏した際に、本村の資料により現地でプレゼンや交渉を行っ
ていただきました。村としても、昨年４月、県および上野氏の渡仏に同行し、プレゼンや交渉を行い事前合宿につい
ての覚書締結に至りました。
　アーチェリー競技の練習会場の拠点である「山中湖交流プラザきらら」では、全日本アーチェリー連盟および山
梨県アーチェリー協会に御協力いただき、「山梨県公認記録会」や「関東高等学校アーチェリー選手権山梨県予
選会」を開催しました。本年６月には、全日本小中学生アーチェリー選手権大会および関東アーチェリー選手権大
会の開催が予定されており、大会を通してアーチェリー会場としての質をさらに高めて行きたいと考えています。
　また、昨年７月には、駐フランス大使公邸でフランスの各競技団体を招き、多分野にわたる交流を目指し、山梨
県の魅力を紹介する説明会に参加し、アーチェリー競技に限らず、他の競技団体の関係者に対し本村の練習環境
などについて、ＰＲ活動を行ってきました。

今後の展望
　本村は全域が標高 1000ｍのなだらかな
高原地帯で、夏の平均気温が２０度前後と大
変過ごしやすく、首都圏から約２時間と比較
的に近い距離にあるため、早くから避暑地と
して開けてきた歴史があります。その環境を
最大限に活かしながら、アーチェリー競技に
限らず、様々な競技や可能性について模索し
ながら、引き続き県や関係者と連携して取り
組みを進めて行きたいと考えています。その
中で、本村の特色であるスポーツ合宿地とし
ての幅をさらに広げ、地域資源の活用を図り、
その後のレガシー創出に取り組んで行きたい
と考えています。

山中湖村 相手国 フランス共和国
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はじめに ( 経緯、相手国の選定理由等 ) 
　政府が 2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向け、スポーツ立国、グローバル化の推進、
地域の活性化、観光振興等に資する観点から、参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互交流を図る地方
公共団体を「ホストタウン」として登録する制度を平成 27 年 11月から開始したため、富士河口湖町と鳴沢村で
は共同でフランス共和国を相手国としてホストタウン申請し、平成 28 年 12月 9日に登録されました。
　平成 29 年 7月 11日には、フランストライアスロン連盟との交渉の結果、主に『2020 年東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会に向けた環境の順応、練習、準備等を目的に、富士河口湖町並びに鳴沢村において事前キャ
ンプを実施すること』『事前キャンプの宿泊施設は、富士河口湖町並びに鳴沢村内の施設を選定すること』につ
いて合意に至りました。

取り組み内容
　国際観光地富士河口湖町・鳴沢村にふさわしい環
境の整備に取り組み、質の高い魅力ある観光地づくり
を基本的方向として進めていき、ホストタウン登録が
両町村の地域活性化を推進する制度として交流計画
を推進したいと考えています。
　まず、大会参加選手との交流では、事前合宿の受
入れとともに地元小中高校生との交流会や体験教室
が実現できればと考えています。世界で活躍している
トップアスリートを目の前で見たことや体験したことは、
子どもたちの一生の宝物になるだろうと思います。ま
た、今回の事前合宿誘致をきっかけに国際大会の際の合宿地になればさらに交流の機会が増えることになります。
　次に関係者との交流では、相手国の文化や歴史、言語などを学ぶ講座の開催や日本人オリンピアン、パラリン
ピアンとの体験交流の実施に向け計画を進めております。
　具体的には、平成 29 年 6月 14日から6月 16日まで地元小学校において車いすバスケットの元パラリンピアン
との交流会を実施し、ハンディキャップのある方 と々の共生の大切さを学ぶことや、「障がい」の有無に関係なく、
すべての人が個々の可能性を持っていることに気づき、勇気をもって挑戦することの素晴らしさを学ぶことができま
した。今後も、様々な体験教室を実施できればと考えております。

今後の展望
　今回の交流事業などを通じ、地域の皆さんがスポーツへの関心をもち、何かやってみたいという意欲の高まりに
より健康的な取り組みへのきっかけづくりになることや、情報発信による地域の PR 等は、安定した観光振興へ繋
がること、また、住民交流による文化、歴史などの発見は、地域活性化に繋がることから、両町村では、世界遺
産富士山と4つの湖など、当地域の恵まれた自然環境を十分に活かして国際観光地としてのおもてなしを練磨し、
地元食材を活かした料理の開発など地域ブランドを確立するとともに、ランやバイク（自転車）などのスポーツ大
会の誘致、トレーニング適地として、スポーツ・ツーリズムの振興を通じ地域経済の活性化を図っていきます。

富士河口湖町 相手国 フランス共和国

鳴沢村 競技名
トライアスロン

パラトライアスロン
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成

10
年
に
1
0
0
年
来
の
夢
と
い
わ
れ
た
駅
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
、
宅
地
開
発
を
岩
手
県

住
宅
供
給
公
社
が
組
合
施
工
で
や
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
ま
あ
お
金
を
掛
け
す
ぎ
ま
し

た
ね
。
10
・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
28
億
５
千
万
円

で
す
。
１
町
歩
２
億
８
千
万
で
買
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
金
が
あ
っ
た
税
収
の
ピ
ー

ク
。
そ
し
た
ら
土
地
を
買
っ
た
平
成
10
年
以

降
、
税
収
が
下
が
り
続
け
て
10
年
間
ほ
っ
た

ら
か
し
に
さ
れ
た
時
に
、
町
長
か

ら
「
お
前
、
何
と
か
し
ろ
」
と
言

わ
れ
、
町
を
元
気
に
し
な
い
と
う

ち
の
会
社
は
良
く
な
ら
な
い
と

思
っ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
チ
ャ
ン

ス
が
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
や

ろ
う
と
こ
れ
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
そ
し
て
何
を
や
っ
た
か
と
言
っ

た
ら
、
紫
波
町
の
課
題
っ
て
何
な

ん
だ
と
。金
が
な
い
と
い
う
の
は
、

そ
ん
な
の
は
誰
も
分
か
り
き
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
様
々
あ
る
わ
け
で

す
よ
。
産
業
が
ま
ず
な
い
。
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
、
医
療
介
護
、

生
活
保
護
も
増
大
、
中
心
市
街
地

は
商
業
が
衰
退
し
、
空
き
ビ
ル
、

空
き
家
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
。

災
害
に
対
す
る
対
策
も
全
然
で
き

て
な
い
。
10
年
間
ほ
っ
た
ら
か
し

に
さ
れ
て
い
た
の
に
は
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
課
題
が
背
景
に
あ
る
わ

け
で
す
。

　

10
年
間
ほ
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
る
。

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
か
ら
導
い
た
容
積
を
徹
底
的
に
追
求
し
た

再
開
発
事
業
な
ん
で
す
。
こ
こ
で
行
政
の
決

断
が
あ
り
ま
し
た
。
民
間
主
導
の
公
民
連
携

手
法
で
再
生
を
試
み
る
と
、
ま
ず
議
会
が
反

対
し
ま
す
。
民
間
主
導
っ
て
何
事
だ
と
。
議

会
軽
視
か
と
始
ま
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
紫

平
成
29
年
7
月
21
日
に
開
催
し
た「
第
22
回
地
方
行
財
政
セ
ミ
ナ
ー
」の

講
演
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

講 

師
　
岡お

か
ざ
き崎  

正ま
さ
の
ぶ信 	

	
		

―	

オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
株
式
会
社  
代
表
取
締
役 

―

講演録
11

演
講

録
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波
町
と
私
は
考
え
ま
し
た
。
い
や
、
議
会
軽

視
な
ん
か
し
て
な
い
。
逆
に
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
も
ら
い
た
い
。
だ
か
ら
紫
波
町
は
、

何
を
や
っ
た
か
と
言
う
と
、
こ
の
部
分
は
民

間
の
力
を
借
り
る
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
行

政
が
や
る
と
い
う
こ
と
を
公
民
連
携
基
本
計

画
で
示
し
議
会
で
議
決
し
た
ん
で
す
。

　
こ
れ
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
し
て
、

開
発
代
理
人
組
織
オ
ガ
ー
ル
紫
波
株
式
会
社

を
設
立
（
資
本
金
の
39
パ
ー
セ
ン
ト
を
紫
波

町
が
出
資
）
し
ま
し
た
。

　

オ
ガ
ー
ル
紫
波
は
、
今
売
上
げ
年
間
７
億

で
す
ね
。
そ
の
う
ち
紫
波
町
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
業
務
委
託
費
は
２
０
０
万
円
で
す
。

６
億
９
，
８
０
０
万
円
は
自
主
収
益
で
す
。

補
助
金
を
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。
10
年
間
で

で
き
る
ん
で
す
よ
、
補
助
金
を
使
わ
な
い
で
。

３
万
３
千
人
、
ど
こ
に
も
あ
る
よ
う
な
町
で

す
。

　

ま
ず
や
っ
た
こ
と
、
岩
手
県
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
、
岩
手
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
を

盛
岡
市
か
ら
紫
波
町
へ
の
誘
致
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

こ
の
周
辺
整
備
に
は
、
新
た
に
調
整
池
を

作
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
調
整
池
を
作
る

こ
と
で
、
売
れ
る
ど
こ
ろ
か
活
用
・
運
用
す

る
土
地
が
少
な
く
な
り
、
費
用
も
掛
か
る
。

そ
こ
で
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

を
考
え
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
へ
行
っ
て
「
グ
ラ

ン
ド
の
下
に
水
槽
を
造
り
ま
す
よ
、
ど
ん
な

に
雨
が
降
っ
て
も
、
水
が
浮
い
て
き
ま
せ

ん
。」
っ
て
セ
ー
ル
ス
し
た
ん
で
す
。
5
つ
の

自
治
体
が
誘
致
し
て
ま
し
た
が
、
営
業
日
数

40
日
で
紫
波
町
に
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
下
に
は
水
槽
が
あ

る
、
調
整
池
が
。
調
整
池
が
そ
の
ま
ま
だ
っ

た
ら
稼
げ
ま
せ
ん
よ
ね
。
サ
ッ
カ
ー
協
会
か

ら
紫
波
町
が
年
間
３
０
０
万
円
の
土
地
代
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
紫
波
町
は
、サ
ッ

カ
ー
協
会
が
造
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
を
町
に
寄
付
す
る
提
案
を
し
ま
し
た
。

　

取
得
者
が
紫
波
町
に
な
り
ま
す
か
ら
、
不

動
産
所
得
税
、
固
定
資
産
税
も
ゼ
ロ
に
な
り

ま
す
。
紫
波
町
は
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
感
謝

さ
れ
て
ま
す
。

　

稼
げ
な
か
っ
た
土
地
が
年
間
３
０
０
万
円

と
10
万
人
の
利
用
者
、
そ
の
人
た
ち
が
使
う

お
金
ど
ん
な
も
ん
か
と
考
え
る
の
が
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
の
行
政
な
ん
で
す
。

　

次
に
造
っ
た
の
は
、
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
、

翌
年
で
す
。
容
積
率
１
０
３
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
。
土
地
の
広
さ
と
同
じ
ぐ
ら
い
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
平
均
賃
料
が
６
千
円
、
月
坪
。
民

間
都
市
開
発
振
興
と
銀
行
か
ら
金
を
調
達
し

ま
し
た
。
補
助
金
は
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。

キ
ャ
ッ
プ
レ
ー
ト
は
何
と
６・
５
パ
ー
セ
ン

ト
、
利
回
り
は
16
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
で
す
。

つ
ま
り
銀
行
が
信
用
し
て
な
い
ん
で
す
よ
。

　

開
業
５
年
目
に
し
て
補
助
金
を
も
ら
う
ど

こ
ろ
か
国
民
に
対
し
て
配
当
を
出
す
ん
で
す
、

紫
波
町
の
人
た
ち
。

　

次
に
造
っ
た
の
が
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育
館
と
56
部
屋
の
ホ
テ

ル
。
６
つ
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
た
世
に
も
奇

妙
な
建
物
で
す
。こ
れ
は
総
工
費
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
と
す
る
と
大
体
７
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら

い
補
助
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
93
パ
ー

セ
ン
ト
は
自
己
調
達
で
す
。
銀
行
か
ら
借
り

る
よ
う
に
し
ま
す
。
賃
料
が
上
が
り
ま
し
た
。

２
年
後
に
は
坪
平
均
５
０
０
円
上
が
っ
て

７
千
円
で
す
。
キ
ャ
ッ
プ
レ
ー
ト
は
５
パ
ー

セ
ン
ト
ま
で
下
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
銀

行
が
金
貸
し
て
く
れ
て
い
ま
す
、
20
年
間
の

固
定
で
す
。

　

今
年
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
オ

ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
。
オ
ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と

い
う
の
は
、
民
設
民
営
の
保
育
所
で
す
。
土

地
は
紫
波
町
で
す
。
保
育
所
を
民
設
民
営
で

紫
波
町
が
誘
致
し
て
、
そ
れ
に
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
テ
ナ
ン
ト
を
集
め
た
、
い
わ
ゆ
る
民
間

複
合
施
設
を
提
案
し
て
く
れ
っ
て
私
の
と
こ

ろ
に
来
ま
し
た
。
そ
し
て
私
が
提
案
し
た
の

は
、
保
育
所
と
マ
ッ
チ
ン
グ
が
い
い
の
っ
て
、

も
う
小
児
科
。
小
児
科
で
病
児
保
育
。
同
じ

敷
地
の
中
に
造
り
ま
し
た
。
最
後
に
僕
は
、

全
国
の
自
治
体
で
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
子
育
て
支
援
を
や
り
ま
し
た
。
行
政
の
人

た
ち
は
、
保
育
所
の
隣
に
小
児
科
が
あ
っ
た

ほ
う
が
便
利
だ
と
思
う
の
に
や
ろ
う
と
し
な

い
わ
け
。
縦
割
り
だ
か
ら
。
縦
割
り
の
連
携

を
壊
す
の
は
公
民
連
携
の
民
間
主
導
で
す
。

　

そ
し
て
、
不
動
産
の
価
値
を
上
げ
る
と
い

う
考
え
方
、
こ
れ
も
結
構
大
事
な
話
で
我
々

は
ど
こ
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
の
を
、

も
う
単
純
明
快
な
ん
で
す
。
人
が
来
よ
う
が

来
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
不
動
産
の
価
格

が
上
が
る
か
ど
う
か
で
す
。
と
に
か
く
不
動

産
の
価
値
が
上
が
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
そ
れ
が

キ
ー
プ
さ
れ
て
い
る
か
。
結
論
か
ら
言
い
ま

す
と
５
年
連
続
で
上
が
っ
て
い
ま
す
よ
。
岩

手
県
で
唯
一
で
す
ね
。

　

だ
っ
て
地
価
が
上
が
ら
な
い
と
住
民
税
、

固
定
資
産
税
上
が
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
地
価

を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
す
ご
い
大
事
な
ん

で
す
よ
。
そ
こ
に
ど
う
い
う
成
果
表
を
持
っ

て
い
く
か
と
言
っ
た
ら
僕
は
地
価
。
こ
れ
欧

米
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
国
際
的
な
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
す
。

　

集
客
に
つ
い
て
、
消
費
活
動
を
目
的
と
し

な
い
訪
問
者
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
普
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遍
的
な
集
客
な
ん
で
す
。
ど
ん
な
時
代
に
な

ろ
う
が
変
わ
ら
ず
来
る
。
そ
こ
に
コ
ン
テ
ン

ツ
し
た
の
が
公
共
施
設
で
す
。
公
共
施
設
と

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
金
融
、
医
療
。
近
未
来
を

予
測
し
た
普
遍
的
集
客
装
置
を
作
っ
て
い
く

わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
人
が
集
ま
れ
ば
お

の
ず
と
カ
フ
ェ
、
居
酒
屋
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
付
帯
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
発
生

す
る
ん
で
す
。
付
帯
産
業
が
始
ま
れ
ば
エ
リ

ア
に
活
気
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
っ

て
く
る
。
活
気
が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
行
き
た

い
と
思
う
人
が
増
え
、
不
動
産
の
価
格
も
上

昇
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
税
収
が
上
が

る
、
住
民
に
福
祉
、
教
育
な
ど
、
現
場
で
再

配
分
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
稼
が
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
稼
が
な

き
ゃ
い
け
な
い
。

　

私
は
今
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
す
。
代
理
人
。

つ
ま
り
地
主
は
紫
波
町
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

地
主
じ
ゃ
あ
何
と
も
な
ら
な
く
な
っ
て
、
地

主
の
代
わ
り
に
何
と
か
し
て
く
れ
と
言
わ
れ

る
人
。
だ
か
ら
町
づ
く
り
を
担
っ
て
き
た
官

の
代
理
人
と
し
て
民
間
主
導
の
公
民
連
携
を

指
導
す
る
人
間
及
び
組
織
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
マ
イ
ン
ド
と
い
う
公
共
的
な
考
え
方
を
常

に
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
保
育
所
の
隣
に
何
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

パ
チ
ン
コ
屋
と
思
う
人
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
マ

イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
す
。
だ
け
ど
、

小
児
科
と
か
病
児
保
育
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
、
住
民
が
い
い
よ
ね
と
。
そ
れ
を
ち
ゃ

ん
と
合
わ
せ
る
不
動
産
開
発
を
や
る
、
こ
れ

が
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を

も
っ
て
期
待
す
る
こ
と
を
公
民
連
携
基
本
計

画
で
誘
導
し
て
い
く
、
欲
し
い
業
態
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
書
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て

事
業
利
益
を
出
し
て
、
そ
の
利
益
を
再
投
資

す
る
人
間
及
び
組
織
で
す
。

　

拡
大
社
会
に
お
い
て
は
、
官
が
主
動
し
て

も
問
題
は
起
き
な
か
っ
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

大
き
く
な
っ
て
い
く
か
ら
。
だ
か
ら
区
画
整

備
を
や
っ
て
、
宅
地
造
っ
て
、
最
大
限
床
造
っ

て
も
そ
れ
を
余
り
あ
る
ぐ
ら
い
の
人
口
増
加

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
縮
退
社
会
に
お
い
て
は

官
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
官

は
税
金
を
稼
ぐ
の
が
得
意
じ
ゃ
な
く
て
、
税

金
を
再
配
分
す
る
の
が
得
意
な
職
種
で
す
。

し
か
も
官
と
民
は
公
民
連
携
を
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
時
間
に
対
す
る
価
値
観
が
余
り
に
も

乖
離
し
過
ぎ
ま
す
。
こ
れ
は
制
度
上
も
う
ど

う
し
よ
う
も
な
い
で
す
。
し
か
し
、
民
間
は

こ
こ
が
勝
負
の
し
ど
こ
ろ
、
こ
こ
が
事
業
の

投
資
先
だ
っ
た
ら
、
明
日
で
も
何
億
円
だ
っ

て
調
達
し
ま
す
。
こ
ん
な
人
た
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
、
同
じ
土
俵
の
中
で
何
か
連
携
す
る

と
い
っ
た
ら
大
変
な
問
題
が
起
き
る
わ
け
で

す
。
ま
ず
一
緒
に
な
れ
な
い
、
時
間
的
な
乖

離
が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
こ
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

を
作
っ
て
、
官
と
民
の
連
携
じ
ゃ
な
く
て
民

と
民
の
連
携
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら

紫
波
町
か
ら
委
ね
る
と
い
う
契
約
を
も
ら
う

わ
け
で
す
。

　

紫
波
町
で
造
ろ
う
と
し
て
い
る
図
書
館
は

１
冊
貸
し
出
す
コ
ス
ト
が
何
と
千
円
で
し
た
。

そ
ん
な
図
書
館
を
計
画
し
よ
う
と
し
た
。
そ

れ
で
私
、
町
長
に
「
公
民
連
携
で
さ
せ
て
く

れ
」
と
。「
俺
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
な
っ
て
や

る
」
と
言
っ
た
ん
で
す
。

　
僕
は
、ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
こ
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、「
頭
の
中
に
入
れ
て
お
け
」
と
言

わ
れ
た
の
が
バ
ン
カ
ム
で
す
。
バ
ン
カ
ム
と

い
う
の
は
銀
行
員
。
金
を
貸
す
銀
行
員
じ
ゃ

な
い
、
投
資
銀
行
の
バ
ン
カ
ム
で
す
。
お
前

の
仕
事
だ
っ
た
ら
金
出
し
て
も
い
い
ぞ
と
集

ま
っ
て
く
る
よ
う
な
人
間
に
な
れ
と
。
こ
れ

が
都
市
再
生
に
絶
対
的
に
必
要
だ
と
。
そ
し

て
、ニ
ッ
チ
テ
ー
ル
を
事
業
化
す
る
力
。
ニ
ッ

チ
テ
ー
ル
っ
て
隙
間
と
い
う
意
味
で
す
ね
。

つ
ま
り
、
隣
町
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
や
っ

ち
ゃ
だ
め
だ
ぞ
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら

バ
ン
カ
ム
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ニ
ッ
チ
テ
ー
ル

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
案
す
る
の
が
僕
の
仕
事
。

そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
っ
て
何
か
と
言
っ
た
ら
、
も

う
町
変
え
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
変
え
る
コ
ン

テ
ン
ツ
、ま
ず
、人
。
磁
石
み
た
い
な
人
で
す
。

あ
い
つ
の
周
り
い
つ
も
人
い
る
よ
な
。
こ
う

い
う
奴
は
い
る
ん
で
す
よ
、
必
ず
い
ま
す
。

こ
う
い
う
奴
の
と
こ
ろ
に
人
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
歴
史
、
歴
史
も
絶
対
大
事
に
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
。
歴
史
の
分
脈
を
き
ち
っ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
落
と
し
込
ん
で
行
か
な
き
ゃ
だ
め
で
す
。

　
そ
し
て
食
。
人
間
の
三
大
欲
の
一
つ
食
欲
。

そ
の
先
に
何
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を

も
っ
と
考
え
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。
何
で
食

欲
な
ん
だ
っ
て
。
健
康
欲
で
す
。
人
間
は
健

康
で
あ
り
続
け
た
い
と
い
う
欲
望
が
あ
る
ん

で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
大
き
な
コ
ン
テ
ン

ツ
が
食
な
ん
で
す
。
け
れ
ど
こ
の
食
と
い
う

コ
ン
テ
ン
ツ
を
み
ん
な
な
い
が
し
ろ
に
し
て

い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
外
食
産
業
と
言
っ
た

瞬
間
に
チ
ェ
ー
ン
店
が
い
っ
ぱ
い
来
る
わ
け

で
す
よ
。
そ
ん
な
の
誰
が
行
く
ん
だ
と
、
遠

く
か
ら
来
て
。
そ
し
て
遊
ぶ
。
遊
ん
で
な
い

人
は
だ
め
。

　
紫
波
町
は
、
図
書
館
を
造
る
の
に
、
民
間
、

私
の
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
株
式
会
社
へ
企
画
、

設
計
、
建
設
施
工
、
全
部
丸
投
げ
し
ま
し
た
。

た
だ
、
蔵
書
数
を
19
万
冊
に
し
て
く
れ
、
民

間
の
テ
ナ
ン
ト
と
融
合
さ
せ
る
よ
う
な
配
置

計
画
を
し
て
く
れ
等
仕
様
は
来
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
図
書
館
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
図
書

館
に
９
つ
の
民
間
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
の
民
間
テ
ナ
ン
ト
が
面
白
く
て
、

病
院
が
２
つ
、カ
フ
ェ
、居
酒
屋
、産
直
が
入
っ
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 プロフィール

て
、
学
習
塾
が
入
っ
て
い
る
図
書
館
で
す
。

　

お
金
が
な
い
中
で
ど
う
や
っ
て
図
書
館
を

造
り
、
維
持
す
る
の
か
っ
て
話
で
す
よ
。
紫

波
町
は
人
が
た
く
さ
ん
来
る
図
書
館
を
経
営

し
な
い
と
一
緒
に
入
っ
て
い
る
テ
ナ
ン
ト
さ

ん
が
儲
か
ら
な
い
と
気
付
く
わ
け
で
す
。

　

紫
波
町
は
19
万
冊
の
図
書
館
を
造
り
ま
し

た
が
財
政
的
に
９
万
冊
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、

し
か
し
、
年
間
貸
出
冊
数
今
25
万
冊
で
す
。

電
車
で
20
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
岩
手
県
立
図

書
館
は
40
万
冊
あ
る
の
に
、
年
間
の
貸
出
冊

数
が
23
万
冊
で
す
。
去
年
、
我
が
オ
ガ
ー
ル

プ
ラ
ザ
の
図
書
館
は
、
紫
波
町
図
書
館
は
東

北
で
始
め
て
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
２
年
後
に
で
き
た
の
が
オ
ガ
ー
ル

ベ
ー
ス
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育
館

で
す
。

　

ニ
ッ
チ
テ
ー
ル
と
い
う
考
え
方
で
す
。
別

の
言
い
方
で
ピ
ン
ホ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ピ
ン
ホ
ー

ル
と
い
う
の
は
針
の
穴
、
小
さ
い
穴
で
す
。

こ
こ
に
小
さ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
っ
ち
に
大
き
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
言
う
と
バ
レ
ー
は
小
さ
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
だ
け
ど
も
、野
球
は
大
き
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
す
。
８
倍
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
差
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
大
体
の
人
た
ち
は
、ど
っ

ち
で
商
売
す
る
と
言
っ
た
ら
巨
大
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
行
く
わ
け
で
し
ょ
う
。
既
存
巨
大

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
奪
い
に
行
く
と
い
う
戦
略
を

す
る
ん
で
す
。
こ
の
小
さ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

誰
も
見
向
き
も
し
な
い
。
け
ど
我
々
は
、
ア

メ
リ
カ
で
教
わ
っ
た
考
え
方
は
、「
マ
ー
ケ
ッ

ト
と
い
う
の
は
平
面
的
に
見
ち
ゃ
だ
め
だ
ぞ
。

立
体
的
に
見
ろ
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
真

上
か
ら
見
た
ら
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
真
横
か
ら
見
た
ら
こ

ん
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ざ
ら
だ
ぞ
。お
前
は
ど
っ

ち
で
勝
負
す
る
ん
だ
と
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

ん
て
絶
対
人
が
来
な
い
か
ら
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
専
用
体
育
館
っ
て
日
本
で
１
個
も
な
か
っ

た
ん
で
す
。
け
ど
野
球
は
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
い
っ
ぱ
い
野
球
フ
ァ
ン
が
、
プ
ロ
野

球
も
盛
ん
だ
っ
た
ら
、み
ん
な
自
治
体
が
持
っ

て
６
千
球
場
も
あ
る
ん
で
す
、
日
本
に
。
そ

う
し
た
野
球
場
の
ト
ッ
プ
は
、
東
京
ド
ー
ム

だ
と
か
甲
子
園
だ
と
か
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

だ
と
か
。
け
ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育

館
は
世
の
中
に
一
つ
し
か
な
い
の
で
、
い
き

な
り
ト
ッ
プ
で
す
。

　

今
年
、
全
日
本
男
子
フ
ル
代
表
の
合
宿
が

決
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
高
校
選
抜
、

中
学
選
抜
の
日
本
代
表
は
何
回
も
来
て
い
る

し
、
V
の
プ
レ
ミ
ア
も
何
チ
ー
ム
も
来
て
い

ま
す
が
フ
ル
代
表
初
め
て
で
す
ね
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
以
外
で
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
日
本
代

表
、
男
子
が
合
宿
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
同
じ
床
な
ん
で
す
よ
、
バ
レ
ー
も
ハ
ン

ド
も
。国
際
大
会
の
準
備
で
き
る
レ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、床
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
専
用
体
育
館
っ
て
こ
こ
し
か
な
い
か

ら
、
あ
と
も
う
一
つ
あ
る
の
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
小
学
校
よ
り
狭
い
で
す
よ
、
こ
の
体
育
館
。

け
ど
冷
暖
房
完
備
。
床
材
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
同
じ
構
成
で
す
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
。

世
界
標
準
の
床
を
入
れ
ま
し
た
、
フ
ラ
ン
ス

か
ら
輸
入
し
て
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ニ
ッ
チ

テ
ー
ル
、
ピ
ン
ホ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。

東
京
で
は
絶
対
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
何
で

か
と
言
う
と
土
地
が
高
い
か
ら
。
土
地
が
安

い
地
方
だ
か
ら
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
で
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
の
入
口
で
は
、
毎
週
、
有

料
で
貸
し
出
す
ん
で
す
が
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

土
曜
日
の
夕
方
か
ら
毎
週
ラ
イ
ブ
で
す
。
う

ち
の
図
書
館
は
飲
食
自
由
で
す
。
B
G
M
も

が
ん
が
ん
流
れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
の
２
階

に
あ
る
音
楽
ス
タ
ジ
オ
あ
り
、
１
２
０
、３
０

人
来
る
。

　

そ
し
て
図
書
館
に
あ
る
産
直
。
オ
ガ
ー
ル

紫
波
が
何
で
７
億
円
売
上
げ
が
あ
る
か
っ
て

説
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
オ
ガ
ー
ル
紫
波

が
子
会
社
の
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
に
建
物
を
造

ら
せ
て
、
子
会
社
の
床
を
借
り
て
い
る
ん
で

す
、
親
会
社
が
。
そ
し
て
産
直
を
民
間
経
営

で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
補
助
金
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
年
間
６
億
で
す
売
上
げ
。
県
で

２
位
。
補
助
金
が
入
ら
な
い
か
ら
こ
そ
雇

用
が
生
ま
れ
て
、
利
益
が
出
ま
す
。
な
ぜ

か
。
補
助
金
が
入
っ
た
瞬
間
に
地
元
産
品
比

率
と
い
う
の
を
強
く
管
理
さ
れ
ま
す
。
そ
う

な
る
と
冬
場
、
地
元
で
採
れ
る
野
菜
と
い
う

の
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
大
根
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
大
根
し
か
な
い
産
直
に

誰
が
買
い
に
来
る
ん
だ
と
。
だ
か
ら
我
々
は

岩
手
県
で
一
番
の
魚
屋
と
肉
屋
を
入
れ
て
い

ま
す
。
魚
屋
さ
ん
、
30
坪
の
売
り
場
面
積
で

１
億
８
千
万
売
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
民

間
事
業
は
純
粋
雇
用
を
生
み
ま
す
。今
オ
ガ
ー

ル
で
民
間
の
雇
用
が
２
５
０
名
で
す
、
10
年

間
で
。

　

ま
あ
、
オ
ガ
ー
ル
も
10
年
で
こ
う
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
な
り
ま
す
け
ど
、
稼

ぐ
エ
リ
ア
を
実
現
す
る
た
め
に
土
地
の
多
様

性
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
つ
の
基
本
的
都
市
機
能
だ
け
で
な
く
、
複

数
の
機
能
を
果
た
す
エ
リ
ア
。
そ
し
て
複
数

の
課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

演録講



　

平
成
27
年
10
月
５
日
に
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
社
会

保
障
や
税
の
各
種
手
続
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
申
告
が
必
要
と
な
る
際
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
本
人
を
１
枚
の
カ
ー

ド
で
証
明
で
き
る
唯
一
の
カ
ー
ド
で

あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書

に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
等
が
官
民
の
サ
ー
ビ
ス

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
住
民
生
活

に
密
着
し
た
利
便
性
の
高
い
カ
ー
ド

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
利
活
用
の
一
つ
で
あ
る
「
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
電

子
申
請
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
は
、
平
成
29
年
７
月
18
日
か
ら

試
行
運
用
さ
れ
、
平
成
29
年
11
月
13

日
に
本
格
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
に
係
る
住
民

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
「
児
童
手
当
」、「
保

育
」、「
ひ
と
り
親
支
援
」
及
び
「
母

子
保
健
」
の
子
育
て
関
連
の
申
請
等

に
つ
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
通
じ
て
利
用
で
き
る
「
サ
ー
ビ
ス

検
索
・
電
子
申
請
機
能
」
及
び
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら
せ
機
能
」

に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
等
を

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
に
よ
り
電
子
申
請
が
で
き
る
主

な
手
続
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
児
童
手
当
」

受
給
資
格
・
受
給
額
の
認
定
請
求
、

氏
名
・
住
所
変
更
等
の
届
出
、
現

況
届

「
保
育
」

支
給
認
定
の
申
請
、
保
育
施
設
の

利
用
申
込
、
保
育
施
設
の
現
況
届

「
ひ
と
り
親
支
援
」

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
事
前

送
信

「
母
子
保
健
」

　
妊
娠
の
届
出

　
「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
の
電
子
申
請
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
」か
ら
行
い
ま
す
。「
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
」
の
ロ
グ
イ
ン
は
、
パ
ソ
コ
ン

又
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
行
い
ま

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」の
電
子
申
請
に
つ
い
て

山
梨
県
総
務
部
市
町
村
課
行
政
選
挙
担
当　

	
主
任　

奥
脇 

佑
貴

ICTの 推進

1	

は
じ
め
に

２	「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」
と
は

3	「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
」
の

	
	

電
子
申
請
の
利
用
方
法

子育てワンストップサービスの機能概要
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す
。
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す
る

場
合
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
を
使
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
読
み
取
り
、認
証
し
ま
す
（
※
１
）。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ロ
グ
イ
ン
す

る
場
合
は
、端
末
に
専
用
ア
プ
リ
「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
Ａ
Ｐ
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
Ａ
Ｐ
」
を

起
動
し
て
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す（
※
２
）。

　
電
子
申
請
を
行
う
場
合
は
、「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
「
サ
ー
ビ
ス
検
索
・

電
子
申
請
機
能
（
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ

ス
）」か
ら
手
続
を
行
い
ま
す（
※
３
）。

　

電
子
申
請
機
能
の
設
定
方
法
に
つ

い
て
、
本
県
で
は
、
山
梨
県
・
市
町

村
に
よ
り
共
同
し
て
運
営
さ
れ
る
申

請
・
予
約
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
や
ま

な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」
の
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
に
接
続
す
る
方
法
を
県
内

全
市
町
村
に
お
い
て
採
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
利
用
者
は
、「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
」
の
「
サ
ー
ビ
ス
検
索
・

電
子
申
請
機
能
（
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ

ス
）」
か
ら
外
部
リ
ン
ク
に
よ
り
「
や

ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」
に
接
続
し
、

「
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」
の
電

子
申
請
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
利
用
し
た
い

手
続
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項

を
入
力
し
て
電
子
申
請
を
行
い
ま
す
。

「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

の
電
子
申
請
を
行
う
際
に
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
た
署

名
用
電
子
証
明
書
に
よ
り
、
電
子
署

名
を
行
い
ま
す
。

　

第
4
期
「
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ

と
」
の
運
用
開
始
に
あ
わ
せ
て
、「
子

育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の

電
子
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

（
平
成
30
年
３
月
か
ら
（
※
4
））。

　
「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
と
同
日
に
本
格
運
用
を
開
始
し

た
情
報
連
携
に
よ
り
添
付
書
類
の
省

略
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
と
併
せ
て
「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
」
の
電
子
申
請
機
能
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
は
、

役
所
に
行
か
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
（
一
部

の
申
請
に
つ
い
て
は
、
別
途
添
付
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
）。

　

例
え
ば
、
児
童
手
当
の
現
況
届
に

つ
い
て
は
、
毎
年
６
月
頃
に
添
付
書

類
の
受
け
取
り
や
申
請
手
続
の
た
め

に
役
所
に
行
か
な
く
て
も
、
電
子
申

請
の
み
で
手
続
が
完
了
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
12
月
末
時
点
に
お
け
る

本
県
で
の
人
口
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
件
数
の
割
合
は
、

約
8.
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
子

育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
の

電
子
申
請
の
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
、
子
育
て
関
連
の
電
子

申
請
が
で
き
る
こ
と
や
そ
の
他
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
広
く
県
民
に
周

知
し
、
早
め
の
取
得
を
呼
び
か
け
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
県
広
報
誌

で
の
広
報
、
県
内
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
甲
府
駅
前
で
の
街
頭

啓
発
等
を
行
う
と
と
も
に
、
福
祉
部

局
や
税
務
部
局
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
一
丸
と
な
っ
て
取
得
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
町
村
に
お
い
て
も
、マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
用
端
末
を
利
用
し
た
無
料
写
真

撮
影
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
補
助
、

子
育
て
関
連
の
窓
口
を
は
じ
め
と
す

る
福
祉
部
局
や
税
務
部
局
で
の
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
取
得
促
進
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
取
組
み
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
」
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
を
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
先
駆
け
で
あ
り
、

国
の
策
定
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
利
活
用
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

る
と
、
今
後
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
活
用
し
て
、
地
方
税
や
社
会
保
険

料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
納

付
や
引
越
等
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に

係
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
１
枚
で

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
可
能

と
な
り
、
住
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
の
で
、

国
、
県
及
び
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促

進
及
び
利
活
用
の
推
進
を
進
め
て
い

け
る
よ
う
積
極
的
な
取
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

５	

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト

４		

電
子
申
請
の
サ
ー
ビ
ス

	
	

提
供
方
法

６	

今
後
の
課
題

７	

終
わ
り
に

（
※
１
） 一
部
「
Ｏ
Ｓ
」
や
「
ブ
ラ
ウ
ザ
」
に
よ
っ

て
は
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
※
２
） 対
応
端
末
は
一
部
のAndroid

端
末（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
読
取
対
応
機
種
）
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
（
平
成
29
年
11
月
30
日
現
在
25

機
種
）。

（
※
3
） 「
サ
ー
ビ
ス
検
索
・
電
子
申
請
機
能
（
ぴ
っ

た
り
サ
ー
ビ
ス
）」
は
、「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
な
く
て
も
利
用
で
き

ま
す
が
、「
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
」
の
電
子
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
電

子
署
名
を
行
う
た
め
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
後
述
4
参
照
）。

（
※
4
） ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
電
子
署
名
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
4
月
以
降
と
な

り
ま
す
。
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の
所
得
を
高
い
順
に
な
ら
べ
、ち
ょ
う
ど
真

ん
中
に
く
る
人
を
基
準
と
し
、そ
の
半
分
に

満
た
な
い
所
得
し
か
な
い
人
を「
相
対
的
貧

困
」状
態
と
定
義
し
て
い
る
。ち
な
み
に
、

２
０
１
５
年
の
日
本
の
貧
困
線
は
、例
え
ば

3
人
世
帯
の
場
合
2
0
7
万
円
と
な
る
。こ

の
金
額
で
は
生
活
に
余
裕
は
な
く
、最
低
限

の
衣
食
住
を
ま
か
な
う
の
で
精
一
杯
で
あ

ろ
う
。習
い
事
や
学
習
塾
に
通
う
、家
族
旅

行
に
行
く
な
ど
、社
会
の
中
で
普
通
と
さ
れ

る
機
会
を
得
ら
れ
な
い
状
態
、こ
れ
が「
相

対
的
貧
困
」と
言
え
る
。

　
ま
た
、こ
の「
相
対
的
貧
困
」は
見
え
づ
ら

い
の
が
特
徴
だ
。最
近
で
は
服
や
靴
が
格
安

で
手
に
入
る
ブ
ラ
ン
ド
も
多
く
、ま
た
仕
事

が
忙
し
く
留
守
が
ち
な
親
と
の
連
絡
手
段

と
し
て
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
を
所
持
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。着
て
い
る
も

の
や
持
ち
物
は
普
通
の
家
庭
と
大
差
は
な

く
、何
よ
り
、生
活
が
厳
し
い
こ
と
を
周
囲

に
伝
え
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
方
も
多
く
い

る
。結
果
と
し
て
、周
り
か
ら
は
貧
困
家
庭

で
あ
る
こ
と
が
見
え
な
い
、認
識
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
の
が
、日
本
の
貧
困
問
題

の
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の「
７
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
」と
い

う
の
は
、35
人
学
級
な
ら
ク
ラ
ス
に
５
人
は

「
貧
困
状
態
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
日
本

に
本
当
に
貧
困
の
子
ど
も
が
そ
ん
な
に
い

る
の
か
」そ
う
思
う
方
は
、ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
な
ど
途
上
国
で
み
ら
れ
る
、食
べ
物
や

着
る
服
に
も
困
る
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ

ン
の
よ
う
な「
絶
対
的
貧
困
」を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、日
本
の
よ
う

な
先
進
国
で
い
う
貧
困
と
は「
相
対
的
貧

困
」を
指
す
。経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）に
よ
る
と
、そ
の
国
に
住
ん
で
い
る
人

主
任
研
究
員			

三
枝	

佑
一
（
出
向
元
　
山
梨
中
央
銀
行
）

　
2
0
1
3
年
6
月
に「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
法
」が
制
定
さ
れ
、そ
の
後「
子
ど
も

の
貧
困
」に
関
す
る
話
題
が
ニ
ュ
ー
ス
等

に
の
ぼ
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。貧
困
家

庭
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
支
援
活
動

は
、学
習
支
援
や
生
活
支
援
な
ど
、様
々
な

形
で
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。今
回
は「
子

ど
も
の
貧
困
」を
取
り
上
げ
、現
状
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
昨
年
発
表
し
た

「
2
0
1
5
年
の
子
ど
も
の
貧
困
率
」（
平

成
28
年
度	

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結
果
）

は
13
・
９
％
。過
去
最
高
を
記
録
し
た
前
回

調
査（
16
・
３
％
）よ
り
２・
４
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
、「
6
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
」が
7

人
に
１
人
と
な
り
、若
干
の
改
善
が
み
ら
れ

た
。し
か
し
日
本
の
貧
困
対
策
が
進
ん
だ
わ

け
で
は
な
い
。実
際
、１
９
８
５
年
の
調
査

開
始（
10
・
9
％
）か
ら
、貧
困
率
は
概
ね
上

昇
傾
向
に
あ
る
。

公益財団法人 山梨総合研究所

2
み
え
に
く
い
貧
困

1
は
じ
め
に

子
ど
も
の
貧
困

出典：平成28年 国民生活基礎調査の概況
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子どもの貧困率の推移
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率
が
改
善
す
る
よ
う
経
済
的
・
教
育
的
支

援
を
し
た
場
合
」と「
支
援
せ
ず
に
放
置
し

た
場
合
」の
社
会
的
損
失
を
比
較
し
て
い

る
。64
歳
ま
で
働
く
と
仮
定
し
た
場
合
、総

所
得
額
で
43
兆
円
、納
め
る
税
金
で
16
兆
円

の
差
が
生
じ
る
と
い
い
、こ
の
ま
ま
子
ど
も

の
貧
困
を
放
置
す
る
こ
と
は
、日
本
の
未
来

を
蝕
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
的
に
も
大
き
な
影
響

を
あ
た
え
る
子
ど
も
の
貧
困
は
、「
ヒ
ト
ゴ

ト
」で
は
な
く
、「
ジ
ブ
ン
ゴ
ト
」と
し
て
積

極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。最
後
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、行
政
、企
業
が
連

携
し
て
教
育
格
差
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
る
、「
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」を
紹
介
す
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、ク
ー
ポ
ン
の
使
途

は
教
育
サ
ー
ビ
ス
に
限
定
さ
れ
、現
金
と
違

い
、寄
付
が
確
実
に
子
ど
も
の
教
育
に
使
わ

れ
る
。ま
た
、特
定
の
個
人
に
紐
付
け
て
渡

さ
れ
る
の
で
、別
の
子
ど
も
に
渡
っ
た
り
、

換
金
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。そ
し
て
最
大
の

特
徴
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い

う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
資
金
調
達

で
あ
り
、当
初
の
目
標
を
大
き
く
上
回
る

14
百
万
円
の
寄
付
を
集
め
た
こ
と
だ
。か
っ

て
貧
困
で
塾
に
通
え
な
か
っ
た
方
や
、塾
の

経
営
者
な
ど
子
ど
も
の
貧
困
に
実
際
に
向

き
っ
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、一
般
の
方
も

広
く
共
感
し
、パ
ト
ロ
ン
と
呼
ば
れ
る
資
金

提
供
者
は
7
3
1
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、多
く
の
人
に
子
ど
も

の
貧
困
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
し
、共
感
を

呼
び
起
こ
し
、行
動
を
促
し
て
い
る
。ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、ふ

る
さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

い
っ
た
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。行
政
単
独
で

は
難
し
い
取
り
組
み
を
、こ
の
よ
う
な
新
し

い
方
法
に
よ
っ
て
、多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

巻
き
込
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。

　

日
本
財
団
が
行
っ
た
子
ど
も
の
貧
困
に

関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、世
帯
収
入
は
子
ど

も
の
学
力
と
非
常
に
高
い
相
関
関
係
に
あ

る
。学
力
の
差
は
学
歴
の
差
と
し
て
表
れ
て

お
り
、高
校
進
学
率
は
、日
本
全
体
で
み
る

と
99
％
近
く
あ
る
が
、生
活
保
護
家
庭
で
は

93
・
３
％
に
と
ど
ま
る
。１
年
あ
た
り
の
高

校
中
退
率
も
、日
本
全
体
で
は
１・
４
％
に

対
し
生
活
保
護
家
庭
で
は
４・５
％
に
の
ぼ

る
。大
学
進
学
率
で
は
さ
ら
に
差
は
大
き

く
、全
世
帯
平
均
で
は
７
割
を
超
え
る
が
、

生
活
保
護
世
帯
で
は
３
割
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

　
こ
の
進
学
率
や

高
校
中
退
率
の
差

は
、教
育
機
会
や

就
職
機
会
の
格
差

に
繋
が
っ
て
い

く
。子
ど
も
の
貧

困
を
放
置
し
た
場

合
の
影
響
に
つ
い

て
も
日
本
財
団
で

は
試
算
を
行
っ

て
お
り
、０
～
15

歳
の
貧
困
状
態
に

あ
る
子
ど
も
約

2
6
0
万
人
に
、

「
進
学
率
や
就
職

3
貧
困
の
社
会
的
損
失

THINK TANK

4
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

出典：平成28年度子供の貧困の状況と子供の貧困対策の実施状況（内閣府）

全世帯 生活保護世帯 児童擁護施設 ひとり親家庭
高等学校等進学率 98.9% 93.3% 97.5% 93.9%
高等学校等中退率 1.4％ 4.5％ - -
高校卒業後就職率 18.4% 44.3% 70.4% 33.0%

大学等進学率
（専修学校・短大含む） 73.2％ 33.1％ 24.0％ 41.6％

経済状況別の進学率・就職率・中退率

① クラウドファンディング（寄付）
により資金を調達。

② 寄付を元手に、低所得世帯の子
どもたちにスタディクーポンを
届ける。

③ 子どもたちはクーポンを使用し
て、自分で選んだ学習塾などに
通う。

　

出所：グッドモーニングHP

やまなし27


